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令和２年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.１

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
１ 学校経営の充実 （全体レベル） ・ 「にぎわいづく ・ 鴨島駅前にぎわい

① 専門教育を深化させるとともに，農・ ① アグリ吉野川やスクールカフェ吉野川の ① アグリ吉野川（含む鴨島駅前商店街） Ｂ り」で駅前商店街 づくりやスクールカ
商併設のメリットを生かし，地域や社会 利用者を増加させる。 600人以上 の利用者 570人 Ｂ と連携しているの フェ吉野川を継続
の要請を視野に入れた特色ある学校づく （ 所 見 ） はいい。実施する し，次年度において
りをチームとして推進する。 際，地域協力隊の もＰＲ活動や早めの

・ アグリ吉野川の本 方にも運営に入っ チラシの配布などを
② 地域の行政や事業所等との連携を深め ② 地域の行政や事業所等との連携を行う。 ② 吉野川市伝統文化「菊づくり」や「 Ａ 年度の利用者数は， てもらって市との 行い更なる集客数の
地域の教育力を生かした教育活動を展開 年間４回以上 かもじま商店街にぎわいづくり」など コロナ禍の影響も 連携として実施し 増加をめざしたい。
する。 継続実施 23回 あり来客数が減少す てはどうか。

ることを予想してい
③ 教職員研修の充実を図ることにより教 ③ 学校訪問や研修など，研究授業を行う。 ③ 年間を通して学校訪問や研究授業を たものの，地元放送 ・ コロナ禍でカフ ・ 地域の設備を活用
職員の資質向上に努め，学校全体の教育 年間５回以上 実施 ６回 Ａ 局の特集などＰＲの ェができないので した教育活動を展開
力を向上させる。 効果もあり，多くの あれば，ｅコマー し，施設の存在や利

④ 教職員が高い倫理観と使命感を持って ④-1 職員共有サーバーの利用を有効に活用 ④-1 情報資産の取扱については，持ち 客数を集めることが スを取り入れてみ 用方法についても啓
業務にあたるとともに，業務の効率化に し業務の効率化を図るとともに，情報資産 出し管理シートに持ち出す日付を記入 できた。スクールカ るといいのではな 発したい。
努めワーク・ライフ・バランスを図る。 持ち出し管理シートの活用を実施する。 するとともに押印し，返却後，日付を フェ吉野川について いか。

100％ 記入し，管理職が確認している。 は，教職員を対象と ・ 学校Webページを
100％ Ａ したプレカフェを実 ・ 吉野川市民プラ 含め，ＩＣＴを積極

④-2 情報セキュリティに関する規約の遵守 ④-2 情報セキュリティに関するウイル 施したものの，一般 ザと連携し，生徒 的に活用した学校情
並びに教職員全体での意思を統一する。 スチェック 12回 に向けた本開催は， に図書館等を利用 報の提供のあり方や

ウイルスチェック 年６回以上 できなかった。 させてあげた方が システムについて検
④-3 出退勤管理システムを活用して，管理 ④-3 毎週，超過勤務の時間をチェック ためになるのでは 討したい。
職が教職員の勤務時間を把握する。週１回 している。 週１回 ・ 地域や行政との連 ないか。

携においては，エシ ・ Webページの活用
⑤ ホームページ等を活用し，積極的に教 ⑤ 学校ホームページの更新 年100回以上 ⑤ 学校ホームページの更新 91回 カルクラブの活動や ・ HPの更新は時間 について，単に更新
育活動に関する情報発信を行い，開かれ Ｂ 「かもじま商店街に がかかるので，負 回数だけでなく，中
た学校づくりを推進する。 ぎわいづくりに加 担のないようにし 身について改善し持

え，今年度，吉野川 てほしい。 続が可能な情報提供
市伝統文化「菊づく の運用方法について

（下位組織レベル） り」を新規に行い， ・ コンプライアン も検討したい。
活動計画 活動計画の実施状況 実施回数の向上につ スとの兼ね合いも

① 地域や社会に対応できる特色ある学校 ① アグリ吉野川やスクールカフェ吉野川の ① アグリ吉野川の実施する日時の入ったチラ なげた。 あるだろうが，携 ・ ＳＮＳの活用につ
づくりの推進事業をチームとして推進 実施する日時をホームページやチラシの配 シの配布やホームページを通して地域住民の 帯を使って更新が いても検討したい。

布を通して地域住民の方々に周知する。 方々に周知した。 ホームページ掲載 ５回 ・ 学校訪問や研究授 できる仕組みがあ
チラシ配布 ７回 業の実施について ると楽なのではな

は，計画的・継続的 いか。 ・ 働き方改革につい
② 「エシカル消費」の取組の推進 ② 「エシカルクラブ」を中心として，校内 ② 「エシカル消費」を推進するため，「遊山 に実施し，本校の教 ては，抜本的な方策

外での発表の機会を設けることにより普及 箱」の制作や林業センターでの研修に参加し 育活動の質の向上を ・ 若い人はインス が示しにくい部分も
・啓発に努め「エシカル消費」の推進を図 た。 ２回 図ることができ。 タグラムを多く利 あり，教職員一人一
る。 ２回以上 用している。学校 人に働き方改革の趣

・ Webページ（学校 の情報は，インス 旨を理解してもらえ
ホームページ）につ タグラムの方が見 る様に努めていきた

③ 各教員が研修をとおして資質の向上 ③ 研究授業の参観及び研究協議を実施し, ③ 「公開授業週間」を実施し，授業の参観及 いては，次年度に向 やすくていいかも い。
授業力向上を図る。 ５回以上 び協議を実施した。 ２回 けてWebページのリ しれない。

ニューアルと更新内 ・ ニュースリリース
容のさらなる充実を ・ 今は「働き方改 については，積極的

④ 情報セキュリティポリシー遵守の徹底 ④-1 職員共有サーバーを活用し，校務の効 ④-1 職員共有サーバーを活用し，校務の効 目指して取り組みた 革」が求められて に取り組んでいきた
と出退勤管理システムの活用によるワー 率化を図るとともに，資産管理シートの活 率化を図るとともに，資産管理シートの活 い。 いる。やめてもい い。
ク・ライフ・バランスの適正化 用の徹底を図る。 用の徹底を図っている。 い行事等は，削っ

④-2 情報セキュリティポリシーを遵守し情 ④-2 情報セキュリティポリシーを遵守し情報 ・ 働き方改革におい てもよいのではな
報漏洩防止を図る。 漏洩防止を図っている。 ては，実現に向け， いか。一旦とりや

④-3 出退勤管理システムを適切に運用し活 ④-3 出退勤管理システムを適切に運用し活 業務内容の見直しや めにした後も反応
用する。 用している。 進め方の効率化につ がないものは，思

いての検討を進めた い切ってやめてし
い。また，教職員に まい，反応が大き

⑤ マスメディアを活用した広報やホーム ⑤ 保護者や地域に，本校の特色や学習活動 ⑤ 保護者や地域に，本校の特色や学習活動な おいては，更なる意 いものは，どんど
ページの充実，学校行事の公開等，積極 などを積極的かつリアルタイムな情報を提 どを積極的かつリアルタイムな情報を提供で 識の変革も必要であ ん拡大していくと
的な情報発信 供できるよう，ホームページの更新や充実 きるよう，ホームページの更新や充実を図っ る。 良い。

を図る。 ている。
・ ニュースリリー
スは，効果的であ
る。積極的に行っ
てみるとよい。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成
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令和２年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.２

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
２ 確かな学力の育 （全体レベル）

成 ① 基礎的・基本的な知識・技能を習得さ ①-1 学力向上に関する職員研修・教科会の ①-1 学力向上に関する職員研修・教 Ｂ ・ 何をもって「学 ・ 電子黒板やタブ
せ思考力・判断力，表現力等を育み，主 実施 各学期１回以上 科会の実施 各学期１回実施 力」というのか。 レットの有効な活

体的に学習に取り組む態度を養い，多様 ①-2 基礎学力の定着や学習意欲の喚起を目 ①-2 課題テストの実施 各学期１回 （所見） 生徒がいきいきと 用法を教職員間で

な人々との協働を促す。 的とした課題テストの実施 各学期１回 活動している方が 共有し，生徒にと
①-3 学校評価アンケート ①-3 学校評価アンケート ・ 昨年度の結果と比 アピールポイント ってわかる，生徒
・生徒 授業満足度 85％以上 ・生徒 授業満足度 78.4％ 較すると，生徒の授 にはなる気がする。 がより主体的に学
・生徒 基礎学力向上にむけた取組満足度 ・生徒 基礎学力向上取組満足度 業満足度は約-3%だ ぶことができる授

普通教科 85％以上 普通教科 77.2％ Ｂ が，保護者の学力向 ・ これからは，１ 業の探求に努めた
専門教科 85％以上 専門教科 87.5％ 上満足度は約+3%だっ つのニュースにつ い。

・生徒 定期考査期間中の家庭学習実施率 ・生徒 家庭学習実施率 60.2％ た。臨時休業中の学 いて多方面から見
70％以上 習保障の取組等が影 る力が必要である。

・保護者 学力向上・学習内容充実度 ・保護者 学力向上・内容充実度 響していると考えら 新聞を活用するだ
80％以上 82.5％ れる。また，今年度 けでなく，他のメ ・ 図書館利用や，

・職員 授業における新聞の活用度 ・職員 授業における新聞の活用度 途中から，授業にお ディアも活用して 主権者教育，消費
70％以上 61.8％ いて電子黒板が使用 力をつけてほしい。 者教育は，画一的

①-4 図書館の利用促進 ①-4 図書館の利用促進 可能となったが，有 な指導ではなく，
・図書館貸出冊数 900冊以上 ・図書館貸出冊数 730冊 効に活用しきれてい ・ アンケートを過 生徒の興味関心を
・図書館入館者数 3,000人以上 ・図書館入館者数 2,332人 ない面もあると考え 去と比較したり， 引くようアプロー
・図書館蔵書満足度 80%以上 ・図書館蔵書満足度 65.3％ られる。 生徒と保護者を比 チの仕方等，他校
・図書館だよりの発行回数 年10回 ・図書館だよりの発行回数 3回 較したりするとギ の取組等を積極的

・ 図書館関係は，全 ャップが見えてく に取り入れたい。
ての数値について目 る。そこに着目す

② 個性の伸張を図り，専門的な知識・技 ② ② 標に達することがで ると，課題が見つ

術を習得させ，スペシャリストとしての ［農業］ ［農業］ きなかった。利用促 かる。

基礎をつくる。 ・フラワー装飾･室内園芸装飾技能検定 ・フラワー装飾･室内園芸装飾技能 進に向けて,工夫をし ・ 農業科・商業科
３級 検定３級 本年度中止 ていかなければなら ・ 電子黒板をうま とも，来年度も引

生物活用科３年 受験率 100％ ・日本農業技術検定３級 ない。臨時休業も影 く使うことができ き続き，各生徒が
・日本農業技術検定３級 受験率97.4％ 響していると考えら れば，教員の負担 資格取得の意義を

農業科学科，生物活用科１年 合格率81.1％ れる。 も減り，働き方改 自覚し，目標を持
受験率 100％ 革にもつながる。 って補習等に積極

合格率 90％以上 Ｂ ・ 農業科は，日本農 的に参加できる体
［商業］ ［商業］ 業技術検定３級で目 ・ 写真や動画を電 制を整えたい。
・(1年)全商３級１種目以上 取得率 100％ ・(1年)全商３級１種目以上 標値には届かなかっ 子黒板を用いて見
・(2･3年)全商２級１種目以上 取得率93.4％ たものの，高い合格 せることで記憶に

取得率 70％以上 ・(2･3年)全商２級１種目以上 率であった。 も残りやすくなる
・全商１級１種目以上 取得者 30名以上 取得率 66.9％ ので，積極的に利
・全商１級２種目以上 取得者 10名以上 ・全商１級１種目以上 23名 ・ 商業科は，目標値 用してほしい。
・全商１級３種目以上 取得者 5名以上 ・全商１級２種目以上 6名 には達していないも
・日商簿記３級合格 2名以上 ・全商１級３種目以上 3名 のの３種目以上１級 ・ タブレットが，

・日商簿記３級合格 2名 取得者が，昨年度よ 学びの道具となる
りも増加した。１年 ような環境をつく

③ 「主体的・対話的で深い学び」の実現 ③-1 公開授業週間の参観率 80％以上 ③-1 公開授業週間の参観率 77.7％ 生の３級１種目以上 ってほしい。その

に向けた授業改善を行う。 ③-2 「主体的・対話的で深い学び」の視点 ③-2 「主体的・対話的で深い学び」 取得率も昨年度より ためにも，教える
に立った研究授業の実施 年３回以上 研究授業の実施 年４回 も増加した。 側の質を高めるこ

③-3 「主体的・対話的で深い学び」の視点 ③-3 「主体的・対話的で深い学び」 Ｂ とは必要不可欠で
に立った教科会等の実施 年３回以上 教科会等の実施 年４回 ・ フレッシュ研究Ⅱ ある。外部の方の

③-4 生徒による「授業改善のためのアンケ ③-4 アンケートの実施 年１回 の一環で，２名の教 話を聞いたり，講
ート」の実施 年２回 ・「学びの見通しと振り返り」，「学 諭がそれぞれ年２回 習を受けたりして
・「学びの見通しと振り返り」，「学習規律」， 習規律」，「安心と受容」，「主体的能 研究授業及び研究協 実践的な使い方が
「安心と受容」，「主体的能動的学び」の各 動的学び」の各項目に「あてはまる」 議を行った。 できるようにして
項目に「あてはまる」と回答した生徒 と回答した生徒[あてはまる」と回 ほしい。

80％以上 答した生徒 78.2％ ・ 臨時休業のため，
１学期末にアンケー

④ 主権者意識を高める教育を推進する。 ④-1 主権者教育に関するホームルーム活動 ④-1 ホームルーム活動，学校行事の トを実施することが
や学校行事の実施 年２回以上 実施 １回 Ｂ できなかった。

④-2 ｢政治や選挙への関心が高まった｣と回 ④-2 ｢政治や選挙への関心が高まっ
答した生徒 75％以上 た｣と回答した生徒 66.9％ ・ 例年，吉野川市選

挙管理委員会から投
⑤ 消費者教育（「エシカル消費」を含む） ⑤-1 消費者教育（「エシカル消費」を含む） ⑤-1 消費者教育の学校行事の実施 票箱や記載台を借り

を推進する。 に関する学校行事の実施 年３回以上 １回 Ｂ て実施していた生徒
⑤-2 「エシカル消費を身近なものと捉える ⑤-2 「エシカル消費を身近なものと 会役員の選挙は，密
ことができる」と回答した生徒 70％以上 捉えることができる」と回答した生 を避けるために実施

徒 68.1％ できなかった。
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活動計画 活動計画の実施状況 ・ ６月に３年生対象
（下位組織レベル） で，主権者教育出前
① 基礎学力の向上に向けた取組の実施 ①-1 学力向上委員会において取組の検証を ①-1 学力向上委員会において取組の検証を行 講座を実施すること

行う。 った。 ができた。講義だけ
①-2 ４月に「高校生のための学びの基礎診 ①-2 ４月に「高校生のための学びの基礎診断」 でなく，立ち会い演
断」認定ツールを，９月と１月に学校独自 認定ツールを，９月と１月に学校独自のテス 説や模擬投票を実施
のテストを実施し，基礎力の定着具合を把 トを実施し，基礎力の定着具合を把握した。 することで，生徒の
握する。 主権者意識の高揚に

①-3 生徒・保護者・職員を対象とした学校 ①-3 生徒・保護者・職員を対象とした学校評 大いに役立った。
評価アンケート結果を用いて取組の検証を 価アンケート結果を用いて取組の検証を実施
行う。 した。

①-4 図書館だよりを発行したり，図書委員 ①-4 図書館だよりを発行したり，図書委員に
による呼びかけや購入希望図書アンケート よる呼びかけや購入希望図書アンケートを実
を実施したりすることで，図書館の積極的 施したりすることで，図書館の積極的な利用
な利用や貸出冊数の増加を図る。 や貸出冊数の増加を図った。

② 各種資格取得の奨励と補習体制構築に ②-1 資格試験の実施に関して，生徒への周 ②-1 資格試験の実施に関して，生徒への周知

よる合格率の向上 知を徹底する。また，取得率向上に向けて， を徹底している。また，取得率向上に向けて
補習体制を強化する。 補習を実施した。

③ 授業改善の推進 ③-1 公開授業週間を学期に１回ずつ実施し ③-1 公開授業週間を学期に１回ずつ実施した。
授業改善の機会とする。

③-2 研究授業を実施し，研究協議を通して ③-2 研究授業を実施し，研究協議を通して
授業改善を図る。 授業改善を図った。

③-3 公開授業週間後に，教科会等を開き情 ③-3 公開授業週間後に，教科会等を開き情報
報交換，情報共有を図る。 交換，情報共有を図った。

③-4 生徒による授業評価を主要教科で行い ③-4 生徒による授業評価を主要教科で行いそ
その結果をもとに授業改善を図る。 の結果をもとに授業改善を図った。

④ 公民科をはじめとした各教科の授業や ④-1 主権者教育指導計画に基づいて実施す ④-1 主権者教育指導計画に基づいて実施した。

ホームルーム活動，学校行事等の実施 る。
④-2 生徒を対象としたアンケートを実施す ④-2 生徒を対象としたアンケートを実施した。
る。

⑤ 各教科の授業やホームルーム活動，学 ⑤-1 事業計画書に基づいて実施する。 ⑤-1 事業計画書に基づいて実施した。

校行事等の実施
⑤-2 生徒を対象としたアンケートを実施す ⑤-2 生徒を対象としたアンケートを実施した。
る。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成



- 4 -

令和２年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.３

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
３ 生徒指導の徹底 （全体レベル） ・ 服装についての ・ コロナ禍の影響

① 基本的生活習慣の確立を図り，身だし ①-1 校門での登校指導実施率 100％ ①-1 校門での登校指導実施率 100％ Ｂ アンケート結果に もあり生徒の行動

なみを整え，規範意識や道徳心を高める ①-2 校内外巡視の実施 100％ ①-2 校内外巡視の実施 100％ ついては，保護者 様式に変化が現れ

生徒指導を推進する。 ①-3 頭髪服装指導時における違反率 ①-3 頭髪服装指導時における違反率 （所見） と教員の意識にか てきているので，

各学年 ３％以下 ３％ なりの差がある。 落ち着いた学校生

①-4 学校評価アンケート ①-4 学校評価アンケート ・ 新型コロナウイル また，保護者も子 活が送れてるよう

・生徒服装頭髪 90％以上 ・生徒服装頭髪 90.3％ Ｃ ス感染症の影響で４・ どもの服装に乱れ 今後もしっかりし

・教職員服装頭髪 90％以上 ・教職員服装頭髪 60.0％ ５月休校になり本来行 をあまり感じてい た指導を継続して

・保護者服装頭髪 90％以上 ・保護者服装頭髪 92.7％ われる行事等がなくな ないことが窺える。 いきたい。

り，生徒たちも落ち着 コロナ禍において，

①-5 遅刻指導の徹底 遅刻率1.3％以下 ①-5 遅刻指導の徹底 遅刻率 1.8 ％ かないままスタート 人とふれ合う機会 ・ 友人間のトラブ

し，生活面の乱れが多 が少なくなり，服 ル等は時々起こっ

② 教職員の共通理解のもと，保護者や地 ②-1 生徒指導委員会の決定事項・検討事項 ②-1 生徒指導委員会の決定事項・ く見られた。身だしな 装の乱れを気にす ている。生徒の日

域社会との連携を密にし，信頼感に満ち の教職員への伝達の徹底 随時 検討事項 の教職員への伝達の徹底 み・遅刻・問題行動等 る人があまりいな 常の行動や表情に

た生徒指導を推進する。 ②-2 保護者・地域住民からの苦情や相談の 随時 Ｂ の数値が悪かった。 いのかもしれない。 目を配り，未然防

処理を徹底 随時 ②-2 保護者・地域住民からの苦情や 止に努めていきた

相談の処理を徹底 随時 ・ 学校評価に関するア ・ 全国的に自殺者 い。

ンケート結果において が増加しているが，

③ 学校いじめ防止基本方針に基づき，い ③-1 学年別の情報交換会実施 ③-1 学年別の情報交換会実施 は，生徒の90.1％が「身 生徒達はどう感じ ・ SNSによる誹謗

じめの早期発見・早期対応に努める。 毎学期１回 毎学期１回実施 だしなみはきちんとで ているのか。 中傷などの問題も

③-2 いじめのアンケートの実施 年３回 ③-2 いじめのアンケートの実施 Ａ きている」と答えてい 今後対策・対応し

③-3 いじめ行為等の事案が発生した時には ３回 るが，教職員は60.0％ ・ SNSへの書き込み ていかなくてはな

速やかに委員会を開き適切に対応する。 ③-3 随時実施中 と低く，意識の違いが 等，心理的攻撃を らない。個別面談

随時 見られた。 感じるいじめが心 等を通じて早期発

配である。 見・未然防止に努

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 めなければならな

① 日常的な生活指導による基本的生活習 ①-1 毎朝校門で頭髪服装指導を中心とした ①-1 毎朝校門で頭髪服装指導を中心とした ・ 遅刻率に関しては， ・ 保護者の協力は い。

慣の確立 登校指導を実施する。 登校指導を実施した。 1.8％と増加していた。 得られているのか。

①-2 生徒指導課を中心に，毎月１回，学校 ①-2 生徒指導課を中心に，毎月１回，学校 １学期は0.99％だった 学校側の責任と家 ・ 交通安全の呼び

安全の日を実施し，学校周辺の安全確保を 安全の日を実施した。 ものが，２学期は2.61 庭の責任とのバラ かけも定期的に行

図る。 ①-3・4 生徒指導課を中心に，毎月１回， ％と増え，生活リズム ンスは取れている い，交通事故の未

①-3・4 生徒指導課を中心に，毎月１回， 全校集会時に服装頭髪検査を行い，事後指 の乱れがあった。 のか。 然防止を図りたい。

全校集会時に服装頭髪検査を行い，事後指 導・継続指導を徹底した。

導・継続指導を徹底する。 ①-5 遅刻が多い生徒との面談等を実施し改 ・ 今後も教職員の

①-5 遅刻が多い生徒との面談等を実施し改 善を図った。 共通理解を図りな

善を図る。 がら生徒指導に努

めていきたい。

② 保護者，地域社会，関係機関との連携 ②-1 職員朝会において共通理解を図る。 ②-1 随時，職員朝会において共通理解を図

った。

②-2 保護者や地域住民・補導センターの苦 ②-2 保護者や地域住民・補導センターの苦

情や相談に対して，迅速かつ誠実に対応す 情や相談に対して，迅速かつ誠実に対応し

る。 た。

③ 教職員間での情報の共有化及び連携強 ③-1 年度初めには学年別に情報交換会を行 ③-1 年度初めに学年別に情報交換会を行い，

化 い，生徒の家庭環境や学校生活に関する情 生徒の家庭環境や学校生活に関する情報を

報を共有する。 共有した。

③-2 アンケートの結果により，面談等を実 ③-2 アンケートの結果により，面談等を実

施し早期発見に努める。 施し早期発見に努めた。

③-3 事案が発生時，迅速に組織的な対応を ③-3 事案が発生時，迅速に組織的な対応を

行う。 行った。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成
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令和２年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.４

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価

４ 人権教育及び特 （全体レベル） ・ 生徒はカウンセ ・ 今後も人権に関

別支援教育の推進 ① 人権尊重を基盤とする普遍的・個別的 ①-1 人権学習ホームルーム活動についての ①-1 人権学習ホームルーム活動につ Ｂ リングにネガティ する啓発活動を積

な視点に立ち，学校教育活動全体を通し 生徒の満足度 80％以上 いての生徒の満足度 80.2％ Ｃ ブな印象を抱いた 極的に取り入れる

た人権教育を推進する。 ①-2 人権教育教職員研修の実施回数年８回 ①-2 研修の実施回数 ４回 （所見） り，不利に感じた とともに，生徒の

りすることはない 満足度が高まるよ

② 自他を大切にする心や態度を育成する。 ②-1 人権映画会の生徒の満足度 80％以上 ②-1 人権映画会はコロナ禍の影響で ・ コロナ禍の影響で休 のか。 う事前研修会や教

実施しなかった。 業となったため，人権 材の工夫及びアン

②-2 文化祭展示用ポスター･標語･書道作品 ②-2 ポスター･標語･書道作品の作成 Ｂ 学習ホームルーム活動 ・ 学校の柔軟な対 ケートの活用など

を作成する。 １年生全員提出 １年生全員提出 事前研修会を含めて， 応によって，カウ 指導方法を検討し

②-3 人権の日の人権委員による啓発活動 ②-3 人権の日の人権委員による啓発 研修は４回になった。 ンセリングを受け たい。

年９回 活動 ９回 るきっかけができ

・ 生徒による「人権の れば良い。 ・ 今後も引き続き，

③ 特別支援教育を推進し，個々に応じた ③-1 教育相談ケース会の実施回数 年１回 ③-1 教育相談ケース会の実施回数 日」の啓発活動を毎月 人権ホームルーム

支援を行う。 (必要に応じて適宜) 必要に応じて適宜実施 継続して実施してい ・ 様々な生徒が在 活動事前研修会を

③-2 心とからだの健康調査の活用 年３回 ③-2 心とからだの健康調査の活用 る。２日前には生徒人 籍しており，一人 実施し，教職員の

３回 権委員会で準備して， 一人に合わせた対 指導力向上を図り

③-3 カウンセリング室の開放 週１回 ③-3 カウンセリング室の開放週１回 Ｂ 朝のホームルームにお 応を行わなければ たい。

スクールカウンセラー活用事業年18回 スクールカウンセラー活用事業 いて人権委員が人権啓 ならない点は，難

年18回 発文の発表を行ってい しいことだと感じ ・ 同和問題は，人

③-4 二者面談・三者面談に人権・相談課員 ③-4 二者面談・三者面談に人権・相 る。職員室においても る。 権教育の中でも非

の同席 適宜 談課員の同席 のべ３回 同様の啓発活動を行い 常に重要な問題で

③-5 障がい者雇用希望者への職場見学，就 ③-5 職場見学，就労体験の情報提供 生徒・教職員とともに あり，まだ完全に

労体験の情報提供 希望者に対して100％ 希望者に対して100％ 人権について考えるよ 解決していない状

い機会となっている。 況である。これま

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 で，水平社宣言や

① 人権学習ホームルーム活動の充実 ①-1 人権教育主事と学年主任・担任との連 ①-1 人権意識調査を実施し，インターネッ ・ スクールカウンセラ 就職差別，結婚差

携を図り人権ホームルーム活動内容を準備 トによる人権問題，偏見と差別，就職差別 ー活用事業で，隔週の 別などを学習して

する。 に関するホームルーム活動の事前研修会を 水曜日に予約制で教育 きたが，さらなる

①-2 様々な人権課題について実態から学ぶ ４回実施した。 相談を実施した。生徒 深化を図っていく。

研修を実施する。 ①-2 人権ホームルーム活動を行う時は，事 11名延べ31回，保護者

前の研修会を実施している。コロナ感染者 １名，教職員４名の教 ・ 継続してスクー

に関する人権問題についての啓発を実施し 育相談を受けた。継続 ルカウンセラー活

た。 して相談を受ける生徒 用事業が受けられ，

の中には，相談後の生 さまざまな悩みを

② 人権啓発活動の充実 ②-1 人権映画鑑賞によって人権意識を高め ②-1 人権映画会はコロナウィルス感染症予 活状況が安定し，学業 抱える生徒の対応

る。 防のため実施しなかった。 に励めたり，クラスの を充実させたい。

②-2 夏季休業中の人権学習課題として，生 ②-2 募集した作品の一部を学校祭前日より 中に新たな友人関係を

徒から啓発作品を募集する。 本館から北館への２階の渡り廊下に１年間 築けているという報告 ・ 教職員で共通理

展示し，啓発に役立ている。 を，担任から受けてい 解を図り，声かけ

②-3 「人権の日」の事前に人権委員会を開 ②-3 「人権の日」の事前に人権委員会を９ る。 や観察を行い，す

き，人権委員の研修を実施する。 回開き，人権委員の研修を実施した。 べての生徒が充実

・ 生徒の特性やアレル した学校生活が送

③ 教育相談・特別支援教育の充実 ③-1 共通理解を図るため，教育相談ケース ③-1 スクールカウンセラーからの情報提供 ギー症状など，生徒と れるように努めた

会を実施する。 （生徒承諾のあった内容）や今後の対応の 保護者の要望を考慮し い。

③-2 心とからだの健康調査を実施する。 共通理解を図るため，教育相談ケース会を た就業先を開拓するこ

実施した。 とができた。

③-3 カウンセリング室を開放し，生徒個々 ③-2 心とからだの健康調査を各学期に実施

の状態を把握し，外部との連携を図り対応 し，生徒の状況を把握して対応した。

する。 ③-3 カウンセリング室を開放し，生徒個々

③-4 相談内容に応じて，関係機関との連携 の状態を把握し，スクールカウンセラーと

・相談を図る。 の連携を図り対応した。

③-5 地域の障がい者就労支援機関に協力を ③-4 相談内容に応じて，関係機関との連携

依頼する。 ・相談を図った。

③-5 必要に応じて地域の障がい者就労支援

機関に協力を依頼し連携を図った。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成
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令和２年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.５

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

（全体レベル） 評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価

５ 進路指導の充実 ・ 企業訪問等の減 ・ 就職において，
① キャリア教育を通して，望ましい勤労 ①-1 外部講師招聘回数 年３回 ①-1 外部講師招聘回数 ３回 Ｂ 少により，情報が 今年度はコロナ禍
観・職業観の育成と自らの将来設計の構 ①-2 校内・校外ガイダンス実施 年３回 ①-2 校内・校外ガイダンス実施 得られないのはも の影響などが要因
築を図る。 １回 Ａ （ 所 見 ） ったいない。Zoom となり，求人数が

①-3 進路補習実施 夏期休業中に５回以上 ①-3 進路補習実施 ４回 ・ 休業の影響もあり， で聞き取りを行う 昨年度より減少し
①-4 企業見学・職場体験の実施 ①-4 企業見学・職場体験の実施 １学期の校内ガイダン など，新しい形で た。来年度もこの

30事業所程度 32事業所 スは，３年生のみで行 実施する計画を立 傾向が続くことが

② 個に応じたきめ細やかな進路指導を徹 ②-1 保護者への説明及び情報提供 年２回 ②-1 保護者への説明及び情報提供 った。 てはどうか。 予想されることか

底する。 担任の面談実施回数 各人２回 １回 ら，就職希望生徒

②-2 １・２年進路ホームルーム活動の実施 担任の面談実施回数 ３回 ・ 就職ガイダンスは， ・ 大学卒業の求職 の職種・企業名な

年４回 ②-2 ホームルーム活動の実施 ３回 Ｂ 密を避けて２日に分け 者の73％は，企業 ど早期の実態把握
②-3 就職・進学資料の提供 年５回 ②-3 就職・進学資料の提供 ３回 て開催した。 の社会貢献度が気 を行い，マッチン
②-4 特別な支援を必要とする生徒の進路相 ②-4 特別な支援を必要とする生徒の になっている。時 グへの参加も意識
談 随時 進路相談 随時 ・ 企業見学については 分も社会に貢献し して早めの求人開

③ 進路先の確保及び定着化のための指導 ③-1 企業訪問の実施 100事業所 ③-1 企業訪問の実施 23事業所 例年通り実施した。就 たいという気持ち 拓に努めたい。
体制の充実に努める。 ③-2 学年ごとに教員研修会を実施 年２回 ③-2 学年ごとに教員研修会を実施 Ｃ 職選考が１ケ月後ろ倒 の表れ。生徒のニ

１回 しになったため，期間 ーズに合った情報 ・ 次年度も，大学
（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 も長くなった。リモー 発信をしている企 進学等の入試制度

① キャリア教育の推進 ①-1 就職ガイダンス等において外部講師の ①-1 就職ガイダンス等において外部講師の ト開催が一部の企業で 業を探すのもよい。 が変更されたこと

活用を図る。 活用を図った。 行われた。 を考え，進学に対

①-2 分野別，職業体験型，就職・進学説明 ①-2 分野別，職業体験型，就職・進学説明 ・ 調べる力（調べ して放課後補習な

会を実施する。 会を実施した。 ・ コロナ禍で企業訪問 方）を生徒につけ どより積極的に行

①-3 就職・進学に向けた５教科の補習を実 ①-3 就職・進学に向けた５教科の補習を実 は自粛をした。代替え させることが進路 い，生徒の学力の

施する。 施した。 として進路概況の郵送 指導につながるの 底上げを図りたい

①-4 希望する生徒・企業と連携して実施す ①-4 希望する生徒・企業と連携して実施し を行い，情報提供に努 ではないか。

る。 た。 めた。 ・ 高校生が就職し

② 生徒一人一人の希望がかなう進路実現 ②-1 保護者対象の進路ガイダンスや面談等 ②-1 保護者対象の進路ガイダンスや面談等 ・ 生徒の仕事に対 て，３年以内に離

を実施する。 を実施した。 ・ 「キャリアノート」 する不安と業界の 職するケースが，

②-2 「キャリアノート」や「ポートフォリ ②-2 「キャリアノート」や「ポートフォリ や「ポートフォリオ」 現状とのズレが， 依然として高いこ

オ」を活用した進路ホームルーム活動を実 オ」を活用した進路ホームルーム活動を実 を活用した進路ホーム 心配である。ガイ とを考えると次年

施する。 施した。 ルーム活動を行うこと ダンス等を利用し 度も，１年生や２

②-3 全校集会等を活用し，進路に対する啓 ②-3 全校集会等を活用し，進路に対する啓 により，生徒が記録し， て，不安に思って 年生において学年

発を行うとともに，進路委員を通じて各ホ 発を行うとともに，進路委員を通じて各ホ 将来に向けての取り組 いることの情報が 全ての生徒がイン

ームルームに資料提供する。 ームルームに資料提供をした。 み等が自己評価できて 得られれば，不安 ターンシップを経

②-4 特別な支援を必要とする生徒に対し， ②-4 特別な支援を必要とする生徒に対し， いる。 も払拭できるので 験できる境を整え

担当教員や外部組織と連携して進路指導を 担当教員や外部組織と連携して進路指導を はないか。 ていきたい。

進める。 進めた。 ・ コロナウイルス感染

③ 生徒の離職率の削減 ③-1 新規の積極的な進路開拓を行う。 ③-1 新規の積極的な進路開拓を実施した。 症の関係で，思うよう ・ 先行きの不安を

③-2 学年会等を活用し，進路指導の研修を ③-2 学年会等を活用し，進路指導の研修を な進路開拓を行うこと 生徒は，どのよう
実施する。 実施した。 ができなかった。 に捉えているのか

気になる。

・ ３年間で「知識

や技能を突き詰め

たい」という思い

を引き出してほし

い。

・ 今つけている力

が将来生きてくる

という感覚を，感

じられるような指

導をしてほしい。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成



- 7 -

．

令和２年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.６

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価

６ 活力ある特別活 （全体レベル） ・ リモートが増え ・ 部活動における

動の推進 ① ホームルーム活動・生徒会活動を活性 ①-1 生徒会活動に対する満足度 75％ ①-1 生徒会活動満足度 89％ Ｂ ているため，画面 入部率90％以上を

化させ，自主的・実践的な態度を育成す ①-2 あいさつ運動実施 年10回以上 ①-2 あいさつ運動実施 6回 Ａ を通していかに処 目指したい。実現

る。 ①-3 ホームルーム活動の充実度 75％ ①-3 ホームルーム活動充実度 75％ （所 見） 理をしていくかと に向けて部活動委

①-4 各種委員会の充実度 75％ ①-4 各種委員会の充実度 77％ ・ 挨拶運動では生徒会 いう力が商業には 員会を開催し各部

①-5 学校祭の満足度 78％ ①-5 学校祭の満足度 85.1％ が中心となり「あいさ 求められている。 活動のキャプテン

つをしよう」という看 新しい競技会の形 とのコミュニケー

② １年生の部活動全員加入による部活動 ②-1 部活動加入率 １年100％，2･3年75％ ②-1 部活動加入率 板をもち大きな声で挨 （リモート等）を ションを取り生徒

の活性化を図る。 1年75％ 2年・3年88.5％ 拶を行うなど積極的に 積極的に取り入れ の意見を吸い上げ

②-2 各部主将・部長会 年３回以上 ②-2 各部主将・部長会 ２回 取り組めている。また， ていくといいので たい。

②-3 各部での取り組みと目標 ②-3 各部での取り組みと目標 生徒会役員がクラスで はないか。

（商業） （商業） もリーダーとなり，様 ・ 農業科・商業科

情報処理競技会，珠算・電卓競技会，ワー 本年度は中止 Ｂ 々な学校行事で活躍し ・ リモートはなく とも来年度も継続

プロ競技，簿記コンクール，意見体験発表 ている。 ならないので，い 的な指導を通して

大会，商業研究発表，簿記新人大会 いところはどんど 各競技会，研究発

３位以内 ・ 部活動入部率は全体 ん取り入れていけ 表会等で全国大会

（農業） （農業） で81.8％と前年より大 ば良い。 出場者の増加を目

日本学校農業クラブ各種発表会県予選にお 日本学校農業クラブ各種発表会県予 幅に減少した。これは， 指したい。

いて，最優秀賞受賞 ２部門以上 選 本年度中止 １年の入部率が下がっ ・ 来年度も同じよ

押し花アート，フラワーアレンジメント等 押し花アート，フラワーアレンジメ たためである。来年度 うに大会の中止も ・ 生徒たちに「見

のコンクール出展 ント，手工芸展等のコンクール出品 は，また90％以上に戻 考えられる。その える応援を」とい

全国入賞：１作品以上 優秀賞：１作品 したい。 ことを踏まえた上 うことで，試合日

県内入賞：５作品以上 佳 作：１作品 で，目標を持たせ 程やメッセージを

③ 地域の環境整備など地域の活性化に貢 ③ 地域清掃を年に３回以上行う。 ③ 地域清掃 ２回 Ｂ ・ 新型コロナのため， ることが必要にな 年度も生徒会が中

献できる連携活動を推進する。 各種大会については， ってくるのではな 心となり行ってい

ほぼ全てが中止となっ いか。 きたい。

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 た。来年度は今まで同

① 新学習指導要領に基づいたホームルー ①-1 生徒が自発的に活動し，学校生活の充 ①-1 生徒が自発的に活動し，学校生活の充 様，商業関係の部活動 ・サテライトはこれ ・ リモートやサテ

ム活動，生徒会活動及び学校行事の活性 実や改善について指導する。 実や改善について指導をした。 の活性化を図るととも からどんどん可能 ライトに対応した

化 ①-2 校門であいさつ運動を毎月実施する。 ①-2 校門であいさつ運動を毎月実施した。 に商業関係科目への学 性が広がってくる。 特別活動の方法や

①-3 各代表生徒を中心に鴨島駅周辺・通学 ①-3 各代表生徒を中心に鴨島駅周辺・通学 習意欲の強い生徒をよ 「アワーケーショ あり方についての

路の清掃活動等を生徒が主体となった活動 路の清掃活動等を生徒が主体となった活動 り増やしていけるよう ン」をモデルに， 情報を収集し，研

を実施する。各環境委員を中心に地域の方 を実施する。各環境委員を中心に地域の方 取り組んでいきたい。 何かアクションを 究とともに，積極

と連携し，江川周辺の環境整備活動を実践 と連携し，江川周辺の環境整備活動を実践 起こしてみると面 的に実施していき

する。 した。 ・ 農業科においても， 白いのではないか。 たい。

①-4 生徒会を中心に企画立案した学校祭を ①-4 生徒会を中心に企画立案した学校祭を 農業クラブの発表や競

開催する。 開催した。 技会がほぼ中止となっ

た。商業科同様，四国

② 部活動及び農業クラブ活動の活性化並 ②-1 部員を積極的に勧誘し活性化を図り， ②-1 部員を積極的に勧誘し活性化を図るこ 大会・全国大会への出

びに学校リーダーの育成 入部率を向上させる。部活動紹介や勧誘方 とで，入部率の向上を図った。 場を目指し努力させた

法を工夫する。 い。今後も，本校独自

②-2 各部主将・部長を中心にルール・マナ ②-2 各部主将・部長を中心にルール・マナ の工夫を凝らした指導

ーの向上を指導させる。 ーの向上を指導した。 を継続していきたい。

②-3 各部による活発な競技活動の展開を目 ②-3 コロナの影響でプロジェクト発表及び意

指す。プロジェクト発表及び意見発表につ 見発表が中止となった。

いて，専任の教員が担当する。更に，各顧

問等の指導により，アグリクラブでの質の

高い作品作りを展開する。

③ 自然保護の視点に立った地域に根ざし ③ 学校周辺及び鴨島駅までの通学路の清掃 ③ 学校周辺及び鴨島駅までの通学路の清掃

た環境整備活動の推進 活動を生徒会と環境美化委員が行う。 活動を生徒会と環境美化委員が２学期に行

った。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成
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令和２年度学校評価総括評価表
徳島県立吉野川高等学校 Ｎｏ.７

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価

７ 防災・環境教育 （全体レベル） ・ 水道管が老朽化 ・ 今後もコロナウ

の推進 ① 自他の生命を尊重し，健康の保持増進 ①-1 防災に関する情報提供 年５回以上 ①-1 防災に関する情報提供 ２回 Ｂ しているというこ ィルス感染症対策

と安全・防災意識の高揚を図る。 ①-2 避難訓練 年３回実施 ①-2 避難訓練 ２回 とだが，ガス管は を着実に実行し，

①-3 防災クラブの活動 年５回以上 ①-3 防災クラブの活動 ０回 Ｂ （所見） 大丈夫なのか。 安心安全な学校の

①-4 保健だよりの発行 年８回 ①-4 保健だよりの発行 ５回 実現を図りたい。

①-5 各種講演会の実施 年３回 ①-5 各種講演会の実施 ０回 ・ BCPを取り入れた

①-6 健診結果を通知 随時 ①-6 健診結果を通知 随時 ・ COVID-19感染症の 企業防災を参考に

①-7 心身の健康に関する保健調査 年３回 ①-7 心身の健康に関する保健調査 影響により密を避ける するとよい。安全 ・ 本年度も防災士

１回 ため団体で行動する行 だけではなく，連 の資格を２名の生

事を取りやめた。新生 絡する順番等も考 徒が取得すること

② 「新学校版環境ＩＳＯ」承認取得校と ②-1 電気･水道の使用量が前年度を下回る。 ②-1 電気･水道の使用量が前年度を 活様式に合わせた行事 える必要がある。 ができた。学校，

しての活動を推進する。 ②-2 毎日の清掃に取り組んでいる。 上回る月は３ヶ月あったがその他 や活動の見直し，リモ 地域で活躍しても

88％以上 の月では下回ることができた。 ートによる講演会，学 ・ 疫病も災害であ らえると思われる。

②-3 学校はゴミの落ちていない整った環境 ②-2 毎日の清掃に取り組んでいる。 Ｃ 年ごとによる行動や安 る。クラスターが

が保たれている。 81％以上 88％ 全対策（マスク着用， 発生したらどうす ・ すべての生徒に

②-4 毒劇物・農薬使用の軽減 ②-3 学校はゴミの落ちていない整 手洗い，うがい）を徹 るのか。急病者が 対して災害時に冷

イオウ合剤の使用年１回以下 った環境が保たれている。 80％ 底しなければならな 出たらどうするの 静な判断や適切な

②-4 毒劇物・農薬使用の軽減 い。 か。 行動がとれるよう，

集計中 必要な知識を身に

・ 電気･水道使用量は ・ 食育通信は紙ベ つけさせていきた

③ 食の安全・安心の観点からの教育を推 ③-1 食育通信の発行 年１回 ③-1 食育通信の発行 １回 緊急事態宣言による休 ースなのか。動画 い。

進する。 ③-2 食育関連講習会の実施 年３回以上 ③-2 食育関連講習会の実施 ０回 Ｂ 業中は大幅に減少し のスキルを身に付

た。 けるためにも，動 ・ 地域の防災組織

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 ・ 電気使用量では７・ 画で伝えるという との連携を図り，

① 防災教育の充実及び自己の健康管理能 ①-1 防災計画を周知徹底するとともに防災 ①-1 防災計画を周知徹底するとともに防災 ８月の２ヶ月間は，授 方法はどうだろう 避難所運営などの

力の育成 情報を提供する。 情報を提供した。 業日が例年より多く７ か。 訓練も行いたい

①-2 防災訓練の実施及び避難経路・避難場 ①-2 防災訓練の実施及び避難経路・避難場 ポイント上昇し，12月

所・危険箇所・防災備蓄品の確認及び防災 所・危険箇所・防災備蓄品の確認及び防災 は寒さが昨年より厳し ・ 食育だけでなく， ・ 南海トラフ巨大

講演会を実施する。 講演会の実施を計画している。 かったため４ポイント 防災についてもSD 地震に備え，学校

①-3 学校内外で活動を行い，その活動内容 ①-3 学校内外における活動内容の報告を予 上昇した。COVID-19感 Gsやサイクルエコ としての防災力の

を報告する。 定中。 染防止対策として換気 ノミーなどと絡め， 向上強化をより一

①-4 保健だよりを発行する。 ①-4 保健だよりを発行した。 を実施し，エアコンの 考えていくといい 層図っていきたい。

①-5 心肺蘇生法講習会・歯科保健指導等を ①-5 心肺蘇生法講習会・歯科保健指導等を 温度設定を変えたこと のではないか。

実施する。 実施した。 も要因の一つであると ・ 清掃活動には真

①-6 保護者に検診結果を通知する。 ①-6 保護者に検診結果を通知した。 考えられる。 ・ ゼロウェストや 面目に取り組めて

①-7 保健調査を実施し心身の健康問題を把 ①-7 保健調査を実施し心身の健康問題を把 サーキュレートエ いるにもかかわら

握する。 握に努めた。 ・ 避難訓練においても コノミーなど，学 ず，個人の持ち物

全校一斉訓練を見直し 生の時にしかでき について整理整頓

12月と２月に実施し ないものを，コン が十分できていな

② 節電・節水・ゴミの分別を行い，校内 ②-1 水道量・電気量の月別の使用量をグラ ②-1 水道量・電気量の月別の使用量をグラ た。 テンツとして取り いことがあった。

美化および適正な農薬散布の徹底 フ化して掲示し，節電・節水の呼び掛けを フ化して掲示し，節電・節水の呼び掛けを 入れてみるといい 生徒一人一人の環

行う。 行った。 のではないか。 境への意識向上を

②-2 年２回，生徒・職員にアンケート調査 ②-2 年２回，生徒・職員にアンケート調査 図っていきたい。

を行う。 を行った。 ・ 数値目標達成の

②-3 クリーンデイの実施と環境美化委員に ②-3 クリーンデイの実施と環境美化委員に 可否は関係なく，

よる清掃活動を行い，状況等についてアン よる清掃活動を行った。状況等についての 様々なことを管理

ケート調査を行う。 アンケート調査を行う予定。 できているのはす

②-4 適正な農薬散布を徹底する。 ②-4 適正な農薬散布を徹底した。 ばらしい。教員だ

けでなく，生徒に

③ 食育の実施 ③-1 食育通信の編集方法に工夫を加え，よ ③-1 食育通信の編集方法に工夫を加え，よ も達成に向けての

り効果的に啓発を行う。 り効果的に啓発を行った。 意識づけができる

③-2 ＰＴＡ研修活動・家庭クラブ活動で食 ③-2 ＰＴＡ研修活動・家庭クラブ活動で食 と取り組み方も違

育に関する講習会を計画し，食事の重要性 育に関する講習会を計画し，食事の重要性 ってくると思われ

を呼びかける。 を呼びかけた。 る。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成


